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学部を対象に，自記式質問紙を郵送した。回答率は85%(68/80) で，43大学 (63%) が SP の養成を行っ
ていた。SP の総数は1，036名，各大学に所属する SP 数は平均24名で，男女比は1:3であった。SP 養
成のためのトレーニング内容は，基礎的トレーニング (88%)，共用試験 OSCE(84%)，授業 (74%)，










医学教育改革及び共用試験 OSCE 導入に伴い，SP 養成は急速に活発化した。その一方で，養成者の
能力不足についても報告された。これにより，SPの質のバラツキなどの問題が浮上した。本研究では，
全国の SP グループ（59）を対象に自記式調査を実施し，532人中332人 (62%) の SP から回答を得た。
その結果，SP 総数は532名，男女比は1:4，職業の有無は約1:2，そして50～69歳が6割を占めた。質的













設置する国立大学法人14項を対象に，SP が関わる薬学用 OSCE の実施及び SP 確保・養成状況につい






等が明らかとなった。さらに，OSCE に関して，一般ボランティアのみで SP 養成を行うことについ
て反対意見が一部にあること，人的資源の不足や経費面での負担だどが問題となることが判明した。
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看護基礎教育における模擬患者 (SP) 養成プログラムを構築するため，SP の評価から SP 養成プログラ
ムの検証を行い，今後の看護基礎教育における SP 養成プログラムの有効性を検証した。一般市民か






























的に適する SP を選択することも一つであり，学習目的を絞り込んだ SP 養成を試みることも SP 導入












平成24年度，日本大学芸術学部の学生が，医学部と歯学部の ( 標準 ) 模擬患者 (SP) に参加したことが
報告された。医学部に対しての芸術学部学生の参加者は63名であり，医学部4・5年次の医療面接 SP
として延べ162名が参加した。また，歯学部への参加は12名であり，歯学部4年次実習に関する SP 参













Advanced OSCE に参加した評価者および受験者にアンケート調査を行い，養成 SP と学生 SP を比較
した。さらに養成 SP に要望等の調査を行い，今後の SP 養成のあり方と参加の方向性について検討し
た。受験した医学科5年生108例 ( 受験者 )，評価者 ( 医師 )44例および養成 SP 30例を対象とした。養成









３. ２. １　医学教育分野の SP 養成に関する論文
　藤倉ら3）によると日本医科大学では，2004年か
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